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41. 背景

1-1. 問題提起

近年の社会問題

・自動車排気ガス
・騒音
・振動
・交通渋滞
・交通事故
・公共交通機関の衰退

自動車依存



51. 背景

1-2. 問題解決のために

車依存脱却のための手段の一つに「カーシェア」

社会問題の深刻化が進む中,
車依存の脱却を目指すことが必要である．

車の所有者と維持費をかけずに車を利用したい人で
車をシェアすること

カーシェアリングシステム（カーシェア）



61. 背景

1-3. カーシェア普及率

これからの上昇傾向が見込まれるが，
現時点では普及しているとは言い難い

出典：公益財団法人交通エコロジー・モビリティ団体，交通環境対策事業，わが国のカーシェアリング車両台数と会員数
の推移，https://www.ecomo.or.jp/environment/carshare/carshare_graph2021.3.html

https://www.ecomo.or.jp/environment/carshare/carshare_graph2021.3.html


71. 背景

1-4. 社会的ジレンマ

カーシェアの利用

環境配慮

最小移動

脱車依存

自家用車の利用

理想

現実

個人の趣向

その場の利点

社会的ジレンマの発生
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92. 既往研究

2-1．群馬大学の事例

筑波大学 ▶ 2009年7月より導入 日本一の規模
群馬大学 ▶ 2019年10月より実証実験として導入

大学のキャンパスにカーシェアを導入！

モビリティ意識に関するアンケートを実施

▶比較・分析

モビリティ意識調査を実施

研究の概要
永野,杉山,松井,草野(2022)：大学におけるカーシェア実証実験と大学生のモビリ
ティ意識分析―群馬大学の事例―



102. 既往研究

2-1．群馬大学の事例

調査期間 2018年12月～2022年6月 計6回実施

調査対象 群馬大学の学部生

調査内容 自動車購買行動の実態調査
暮らしの中の自動車に関する意識調査
感染症影響下におけるモビリティ意識調査

回答数，割合 全6回それぞれ300人超(7割)

アンケート調査概要

出典：大学におけるカーシェア実証実験と 大学生のモビリティ意識分析 ―群馬大学の事例
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マイカー所有状況

2. 既往研究

2-2. モビリティ調査の結果と分析

購入意思の
ない学生が
増加傾向



12

車の維持費について

2. 既往研究

2-2. モビリティ調査の結果と分析

維持費を負担して
いない学生が多い



13

車の価値について

2. 既往研究

2-2. モビリティ調査の結果と分析

ステータスと
考えている人は少ない

車にはどのような価値があるか？(2018年12月)

移動手段や
楽しみ

としての価値
が大きい



14

車の価値について ～コロナ前後での比較～

2. 既往研究

2-2. モビリティ調査の結果と分析

車に移動手段としての価値はあるか？

車にステータスとしての価値はあるか？ コロナ
▶移動自体
の重要性が

低下



15

車所有の価値について

2. 既往研究

2-2. モビリティ調査の結果と分析

車に乗る必要性はあるか？

車を所有する必要性はあるか？ マイカーを
抵抗のない
移動手段と
して認識

コロナを経て
も所有必要性
は下がり幅小



16

移動手段

2. 既往研究

2-2. モビリティ調査の結果と分析

移動手段に抵抗を感じるか？(2020年6月)

カーシェア
への抵抗は
まだまだ
大きい
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群馬大学カーシェア認知度

2. 既往研究

2-2. モビリティ調査の結果と分析

群大カーシェアのこれまでの認知度・利用状況

存在を
知っている

会員登録
している

利用した
ことがある

2020年1-2月 93% 8% 5%

2021年2月 96% 6% 4%

2022年2月 95% 8% 6%

認知度は高い
しかし…

利用に結びついていない！
▶ 他箇所でも同様の現象

カーシェア利用者のみを
対象とした意識調査が

されていない！
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3. 研究目的
19

カーシェア利用者のみを対象とした調査を
含む，幅広いモビリティ利用意識調査

カーシェアの認知度を利用に結びつける
ためのカーシェア改革策の提案

カーシェアの利用者の満足度をさらに
高めるための新たなサービスの検討

目的１

目的２

目的３
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まとめ

報告，提案

評価アンケート分析，考察

PR動画，チラシ作成現状把握
ヒアリング
アンケート

４．研究の流れ
21

既往研究レビュー
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235. 現状把握

5-1. ヒアリング調査の実施

今回のヒアリング対象

・つくば市でカーシェアリング（カーシェアつ
くば）を運営する企業

・今回の演習では、ヒアリングやアンケート実
施などで協力



245. 現状把握

5-2. ヒアリング内容

• カーシェアつくばの支払い方法がクレジット
カード払いのみなのはなぜ？

• 支払方法の追加についての賛否は？

• レンタカーは犯罪の温床になりやすいため、
利用者の信用が必要。クレジットカードは、
最低限の信用を証明できる。

• 支払方法の追加は、信用が証明できるので
あれば、前向きに検討したい。

UPR



255. 現状把握

5-2. ヒアリング内容

• 高級車、Bluetooth搭載車などの新規車
種の追加の検討はしているか？

• 新規車種追加よりも、安全面を優先している。
• 採算性の問題がクリアできれば、前向きに検討。
• カーシェアリングつくばは事故発生件数が多いた

め高級車については、採算性が取れない可能性が
高い。

UPR



265. 現状把握

5-2. ヒアリング内容

・車の台数増加についての賛否

・3年前の約10台から40台ほどに増加
・採算性が取れればさらに増加を検討



27

カーシェア・つくばに関するアンケートの実施

・調査期間：2023/11/7~

・調査対象人数：147名（11/9 21:00現在)

・質問内容：個人属性
意識調査
利用について
新規事業のために
認知度
利用促進施策

5. 現状把握

5-3. アンケートの実施



285. 現状把握

5-4. アンケート結果

職業 筑波大生が
ほとんど



295. 現状把握

5-4. アンケート結果

満足度
現状の満足度が

低いわけではないが、
さらなる満足度の上昇も

見込める。



30

新規事業のために

公用車によるカーシェアの需要

5. 現状把握

5-4. アンケート結果

公用車を
カーシェアで使いたい人は、

一定数いる。



31

スマホ向けアプリにより利用回数が増えると思
うか

5. 現状把握

5-4. アンケート結果

増えると思う人は、
一定数いる！



32

カーシェアつくばの認知度

5. 現状把握

5-4. アンケート結果

カーシェアつくばを登録していない人で
「大雑把に知っている」
「詳しく知っている」
と答えた人が4割以下！
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平日の夜・休日は…？

34

公用車とは
官公庁や地方自治体などの公的機関が業務に使
用する自動車の総称。企業における社用車に相
当する。

6. 公用車 

6-1. 公用車カーシェアリング利用について

出典：https://www.weblio.jp/content/%E5%85%AC%E7%94%A8%E8%BB%8A

もったい
ない！



356. 公用車 

6-1. 公用車カーシェアリング利用について

平日の夜・休日は
…？

つくば市役所・筑波大学の公用車

カーシェア
での利用



366. 公用車

6-2. 公用車をカーシェアにするメリット

1) 変数を要約し、解釈を容易にできる

使われていない時間の車を使いたい人が使える
▶ 稼働率上昇＋カーシェアによる利益につながる！

1) 資源を有効活用できる！

自動車の維持費を削減することができる！

▶車にかかっていた経費を別のところに使える！

2) 経費が削減できる！

公用車所有組織は…



376. 公用車

6-2. 公用車をカーシェアにするメリット

平日夜・休日等需要が高いときに車を使いたい人が使える
▶ 車の新規購入・二台目購入抑制につながる！

1) 車を使いたいときに使える！

最短経路で車を使おうとしたり、購入抑制効果がある

▶車の排気ガス・交通渋滞問題などの解決の糸口に！

2) 環境問題等の解決につながる！

周辺地域住民からは…



386. 公用車 

事例

大阪府箕面市

出典：https://www.city.minoh.lg.jp/kanzai/kasyearingu.html



396. 公用車

これからの展望

休日需要調査・分析

つくば市役所・筑波大学の公用車情報

カーシェアでの活用に
向けての提案
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7. 利用促進

7-1. 利用促進について
41

利用促進するためには
未登録の約７割の人を動かす必要がある！

Q. カーシェア・つくばを利用していますか



7. 利用促進

7-2. 利用促進案
42

1.車種の追加

3.支払い方法の多様化

2.お試し入会制度

4.スマホアプリ



7. 利用促進

7-2-1. 車種の追加
43

Q. カーシェア・つくばで利用したいと思える車種や，増えれば
利用したくなる車種があれば教えてください（複数回答可）

（※カーシェア・つくばに未登録の回答者）

大型車や高級車よりも
軽自動車やコンパクトカーを求める人が多い



447. 利用促進

7-2-2. お試し入会制度

Q. カーシェア・つくばに試し入会があれば利用したくなりますか？
（※カーシェア・つくばに未登録の回答者）

・肯定的な回答（5，6，7）が約6割
・もっとも肯定的な回答が約3割



7. 利用促進

7-2-2. お試し入会制度
45

実はお試し入会のようなキャンペーンは
現在行われている…
十分なPRが必要！

出典：https://www.upr-carshare.jp/tsukuba/pc/news/detail.html?postid=1914

https://www.upr-carshare.jp/tsukuba/pc/news/detail.html?postid=1914


467. 利用促進

7-2-3. 支払い方法の多様化

Q. 現行の支払い方法がクレジットカードに限られていることが
利用していない理由であるか教えてください

（※カーシェア・つくばに未登録の回答者）

想定していたよりもクレジットカード以外の
支払い方法を求めている人は少ない

しかし、22人は利用していない理由として
回答しているのも事実



477. 利用促進

7-2-4. スマホアプリ

Q. カーシェア・つくばのスマートフォンアプリがあったら
カーシェア・つくばを利用したくなりますか？

（※カーシェア・つくばに未登録の回答者）

肯定的な回答（5，6，7）が約半数
非利用者にとってもアプリは魅力的！



7. 利用促進

7-3. まとめ
48

軽自動車やコンパクトカーを求める人が多い

お試し入会に準ずるキャンペーンの
PR活動が必要

クレジットカード支払いの決済が理由による
利用の制限は小さい

現在入会していない人にとっても
アプリは魅力的
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508. PR 

8-1. カーシェア・つくばの認知度

平日の夜・休日は
…？

※31ページ再掲

（アンケート結果より）

カーシェア・つくばを
“知らない人”が多いのでは？

６０％以上の人が
カーシェア・つくばを
“知らない”状況



518. PR 

8-2. PR活動の目的

カーシェア・つくばを知らない人へPR活動を実施

カーシェア・つくばの認知率・利用率向上

自家用車の利用率低減・購入の抑制

環境問題改善！



528. PR 

8-3. カーシェア・つくばのPR活動

活動 効果

チラシ配布 〇
・学生の需要に合わせた

チラシの封入で効果あり

Instagram △
・フォロワーが68人と少ない
・利用者向けの内容を発信している

X（旧Twitter） △
・フォロワーは500人超と少なくない
・PR活動としてはあまり機能せず

・現在カーシェア・つくばで行っているPR活動

現状効果のあるPR活動はチラシ配布のみ
▶ PR活動を改善させる必要がある！



538. PR 

8-4. カーシェア・つくばPRプロジェクト始動

プロジェクト①
チラシの改良

カーシェア・つくばのターゲットは筑波大の学生と教職員

→それぞれにターゲットを絞ったチラシを作成してみよう！



548. PR 

8-4.カーシェア・つくばPRプロジェクト始動

プロジェクト①
チラシの改良

改良案
・学生向けと教職員向けのチラシを作る
・それぞれに必要な情報，リアリティのあるチラシ
・より良いキャッチフレーズ、デザインの考案



558. PR 

8-4. カーシェア・つくばPRプロジェクト始動

プロジェクト②
YouTubeでの動画投稿

YouTube shortsを用いて動画を投稿

学生をターゲットに
カーシェア・つくばに対する理解を深める

利用者数増加へ



568. PR 

8-4. カーシェア・つくばPRプロジェクト始動

プロジェクト②
YouTubeでの動画投稿

A, 現在若者を中心に流行している
1分以内の縦型動画． 

 短い動画なので，視聴者は閲覧しやすい
 →それ故に連続してたくさんの動画を
 見る傾向が非常に強い
 →多くの人の目に留まりやすい

Q, What is “YouTube shorts”?



578. PR 

8-4. カーシェア・つくばPRプロジェクト始動

動画１，カーシェア・つくばを登録してみた！

動画２，男の休日，大洗ドライブ[筑波大男]

プロジェクト②
YouTubeでの動画投稿

当日の
様子 近日公開！
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既往研究レビュー
済
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